
 

 

 

皆さんこんにちは。富士市商工会青年部の会長を務

めています内海太一と、同じく富士市商工会青年部の

一条幸弘です。どうぞよろしくお願いいたします。 

これから、富士市商工会青年部が子供見守り隊とし

て取り組んできた、現役世代防犯ボランティアの活動

についてお話します。活動を始めて 10 年目にこのよう

な機会をいただきましたので、自分たちの活動の原点

を振り返りながら、発表させていただきます。 

             

             

 静岡県富士市は、富士山の麓にあり製紙業が盛んで、特にトイレットペーパーの生産量は全国１

の生産地です。また気候が温暖で、自然の恵みも豊かで、キウイフルーツ、ブルーベリー、しらす、

みかん、お茶などが作られています。そして、春にはこのように富士山と桜の眺めがとても奇麗で

す。この素晴らしい町の中で仕事をしながら、より良い経営者になることを目指し活動しているの

が、富士市商工会青年部で、その防犯ボランティアの取組がこども見守り隊です。 

富⼠市商⼯会⻘年部こども⾒守り隊（静岡県） 



             

現役世代防犯ボランティアの活動の始まりは、平成 22 年、静岡県商工会青年部連合会会長ととも

に、こども見守り隊活動の PR のため、市長を表敬訪問したことに始まりました。平成 23 年、富士

警察署生活安全課の係長さんが富士市商工会に来られ、「現役世代として仕事に取り組んでいる若手

の皆さんで、防犯ボランティアをやってみないか？」と声がかかり、どうやら市役所への表敬訪問

の事を覚えておられ、関心を持っていたとのことでした。係長さんは、見た目が大きな方だったの

で、これは断ったら恐ろしいことになると不安になりましたが、「君たちのような若手の経営者が、

地域の安全や魅力の向上に尽くしてこそ、自分自身の事業の発展にもつながると思うよ」と体格に

似合わず、優しい言葉で誘っていただき、引き受けることにしました。 

             

             

こうして現役世代防犯ボランティアの委嘱を受けました。初めは防犯ボランティアと言っても、

仕事しながら何をすればいいか想像がつきませんでしたが、推薦してくださった係長をはじめ、県

警の皆さんの期待に応えたかったので、部員全員で相談を重ねました。その結果、自分たちのでき

る範囲で地道な活動をしていこうということになり、青色回転灯のパトロールや地元の祭りでの防



犯啓発活動に取り組み始めました。地元で啓発活動を始めてみると、もっと地元の子供たちや地域

のために活動したいという気持ちが芽生え、何を重点にしようかと相談しました。それには、こど

も見守り隊の活動を重点にしよう、そして自分たちが第１に防犯とは何かを学び、第２に学んだこ

とを地域に伝えると決めました。 

             

防犯とは何かを学び始めた頃、富士警察署と富士防犯

協会から、児童養護施設での防犯教室への参加の話をい

ただき、防犯指導を受けながら参加したところ、目をきら

きら輝かせて学ぶ子供たちの姿がとても印象的でした。

そこで、次からは施設の子供たちに何か心の成長になる

ようなプレゼントができないかとみんなで相談をして、

造園業を営む部員がリーダーとなり、このような記念植

樹を行い、果樹を育てる喜びを子供たちに紹介しました。

他にも建設業を営む部員がリーダーとなり、木工作業場 

を使って夜遅くまで部員全員で檜の積み木を作り贈呈しました。こうした活動を通して、子供たち

が果樹を大切に育てることや、積み木を友達と共有することで心を豊かにし、自分や周りの人たち

を大切にすることを子供たち自らが学び、それによって自分で自分を守ること、そして地域の一員

としても、地域ぐるみで防犯活動に取り組むということにつながることに気づきました。これもさ

まざまな業種の部員がいる青年部ならではの取組です。 

             

防犯教室にも青年部らしい工夫をもっと加えようと相談していたところ、「赤ずきんちゃん ちゃ

んとチェック」というアニメーションを実写化するというアイディアがあがり、この教材は赤ずき

んちゃんの童話をもとに、防犯の大事なポイントを分かりやすく紹介しています。「アニメを実写化



し防犯教室で動画を流した後に、赤ずきんちゃんや狼が子供たちの前に登場すると、インパクトが

あって面白いんじゃない？」と、部員の中からも「面白そうじゃん、やってみようか」という声が挙

がり、主役の赤ずきんちゃんに幼稚園の女性の先生を部長が連れてきたことも、強力な推進力とな

りました。 

             

また、この作品には警察官や防犯指導員も参加してくれました。防犯教室で動画を上映し、子供

たちは動画の中の赤ずきんちゃんと狼が実際に現れたことに驚き、真剣に身を守るための方法を学

ぶことができました。赤ずきん役の先生が、都合により富士市を離れてしまい、どうしようと困っ

ていた時に、またまた部長が女性の保育園の先生を連れてきてくれました。このようにしてでき上

がった動画は、多くの方々の御協力があったからです。動画は、「赤ずきんちゃんのお約束」という

タイトルで、幼稚園などの防犯教室で上映し、本物の赤ずきんちゃんと一緒に学ぶというスタイル

を作りました。 

児童向けの教室では、赤ずきんちゃんと一緒に 5 つの

お約束を学びます。 

１つ、出かけるときは誰とどこに何をしに行くのか伝

えること。２つ、道草をしたり１人では絶対遊ばない。３

つ、知らない人には絶対についていかない。４つ、連れて

行かれそうになったらすぐに逃げます。５つ、友達が危な

い時には助けを呼びます。皆様も覚えましたでしょうか。 

ここで、完成した動画の一部を皆さんに今から見てい

ただきます。 

（動画上映） 

皆さん、いかがでしたか。 

             



子供たちが犯罪に巻き込まれないため、そして将来のことをしっかり考えることは、とっても重

要なことです。そこで、青少年職業教育を行ってみました。職業教育では会社の経営に携わってい

るからこそ伝えられる仕事の楽しさと大変さ、そして自分たちの仕事が世の中の役に立っているこ

との喜びや責任を子供たちに伝えることで、ルールやマナーを学び、それが結果として防犯にもつ

ながるものとして取り組んでいます。さらに、近年深刻化している児童虐待に対し、児童虐待の防

止を広く啓発するため、日本各地で行われていますオレンジリボンたすきリレーに、第１回目から

参加をしています。残念なことに今年度は中止になってしまいましたが、これからも児童虐待防止

啓発のために継続して参加をしていきます。 

しかし、これからの課題もあります。その１つに仲間の

確保です。商工会青年部には 45 歳の定年制度があり、部

員が徐々に少なくなってきています。卒業した部員は、OB

として協力してくれていますが、活動をリードしてきた

部員の卒業は影響が非常に大きく、新入部員の確保は活

動の継続のために、非常に大きな課題となっています。私

たちは仲間同士で協力して、地域との連携をより大切に

して活動に取り組むことで、経営者としてのさまざまな

知識を広げ、新しい仲間を迎え入れる取組に力を入れて 

います。 

             

このように活動を通じて自分の家族、近所、そして、地域へ防犯の大切さを広げ、さらに学び、防犯

とは何かを地域へ伝え続けることが、犯罪の防止につながると気づくことができました。特に子供

たちは、地域社会と企業の将来を担う宝であり、子供たちの安全を守り健全な育成をサポートして

いくことに、より深く向き合えるようになりました。これからも事業に励み、高い意識を持って、も

っともっと良いといえる地域社会づくりを担っていきます。 

活動が 10 年目となり、改めてなぜ活動が継続できたか

を振り返ってみますと、大きく分けて 3 つの要因があり

ました。 

1 つ目は、富士市には防犯ボランティア活動を行うため

の、独自のサポート体制があったことです。富士警察署、

富士防犯協会、富士市役所が三位一体となって、防犯の取

り組みに対して金銭面や活動面のサポートしており、 



我々青年部もそのサポートを受けることができました。 

             

２つ目は、調整役の存在です。活動を推進するには、各機関との連絡調整を行いながら活動企画

し、指導を行う調整役が重要となります。その調整役は、富士防犯協会の防犯指導員がお一人で担

っており、青年部も普段から何か困ったことがあるたびに相談に乗ってもらい、活動のレベルアッ

プに取り組むことができました。 

             

３つ目は、諸先輩の御活躍から学ぶことができたことです。特に富士警察署地域安全協議会の皆

様です。平成６年から活動を積極的に行い、全国防犯功労団体賞や、女性部に至っては内閣総理大

臣賞を受賞するなど、その活動は高く評価されており、そんな方々が身近にいたことが励みになり

ました。 

こうしたご指導をいただき、学んだことを活動のレベルアップに生かしています。防犯教室では、

地域安全協議会の皆様から子供たちへの接し方や教え方など、実際に防犯教室に参加することで、

多くのことを勉強させていただきました。しかしまだまだ学ぶべきことは多く、これからも引き続

き諸先輩方のご指導をお願いしたいと思っております。 

私たちをこうした活動の場に導いてくださった、たく

さんの諸先輩方、富士警察署、富士防犯協会、富士市役所

をはじめ関係機関の皆様に対し、心より感謝の気持ちを

表します。そして、私たちは現役世代の防犯ボランティア

活動を築き上げ、さらに伝承していくことで、先輩方に負

けない新たな防犯活動をしていくことを、今日ここにい

る皆さんに誓います。皆様、本日は最後までご静聴いただ

きまして、ありがとうございました。 



 

講 評 

木宮 発表ありがとうございました。子供にメインのターゲットを当ててということで、やはり若

手の方々の活動ということもあってか、私自身が特に子供の安全ということを中心に活動しており

ますので、非常に感じる部分が多くありました。特に最初に、直接的な防犯ということだけではな

くて、子供たちと良い関係を築いていこうとするいろいろな取組は、非常に重要だと感じていま

す。子供たちといい関係が作られれば、お互いの信頼関係もできてくるでしょうし、またその信頼

関係が最終的には安心感というものの創出につながっていくということですから、ここを丁寧に活

動されているなと感じました。これも親世代の方々というところもあるのかとも思います。 

また、職業教育とか児童虐待についてもそうですけれども、非常に幅広い見知で活動されていま

す。特に職業教育の中でもありましたように、ルールやマナーを学ばせるということについては、

犯罪予防だけではなく、将来的にはいわゆる非行予防、犯罪者を生まないというところにもつなが

っていく重要な活動であります。また虐待については家庭の中での話で、通常のボランティアです

と、なかなかそこに踏み込むのは難しいわけです。実際には、児童虐待は子供が被害を受ける事件

の最も多いということですので、いずれは、やはりこういうところを何とかしなければいけないと

いうことは明らかですけれども、そういったところにも関われているというのは、やはり親世代の

皆様だからこそということかと思います。 

そういった意味で、若手の方々ができることの非常に先進的な事例として学ばせていただきまし

た。ありがとうございました。 

  


